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指定介護保険事業者 
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【日時】平成２７年１０月３０日(金)  

１３時３０分～１７時１５分 

【会場】川崎市教育文化会館 大ホール 

番号 講習項目 担当部署 

 開会挨拶  

(1) 振り込め詐欺について 神奈川県川崎警察署 

(2) セクシュアルハラスメントのない職場づくりのために 神奈川県かながわ労働センター川崎支所 

(3) 労務管理・安全衛生管理について 川崎北労働基準監督署 

 休憩  

(4) 防火管理について 川崎市消防局 

(5) 感染症対策について 川崎市健康福祉局健康危機管理担当 

(6) 新総合事業について 川崎市健康福祉局地域包括ケア推進室 

(7) 介護保険制度改正・報酬改定について 川崎市健康福祉局介護保険課 

(8) 生活保護法における介護扶助について 川崎市健康福祉局自立支援室 

(9) 健幸福寿プロジェクト 川崎市健康福祉局高齢者事業推進課 

 閉会挨拶  
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かながわ労働センター

セクシュアルハラスメント
のない職場づくりのために

川崎市指定介護保険事業者

集団指導講習会

平成27年10月30日
神奈川県かながわ労働センター川崎支所

1

労働センターの仕事

○職場のトラブル
解決などの為の
労働相談

○職場のルール=
労働法等の普及
の為の労働講座

など、｢労働問題の
未然防止･解決促進
と働く人たちが働き
やすい環境づくり｣の
ために、労働行政を
担当する県の機関

かながわ労働センター 2
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かながわ労働センター

本日の内容
はじめに

・セクハラの実態 ・対策の必要性

職場におけるセクシュアル

ハラスメントとは かながわ労働センターマスコットキャラクター

・｢職場｣とは ・｢労働者」とは

・｢性的な言動｣とは

「対価型」と「環境型」、判断基準

事業主の義務

終わりに
3

はじめに 相談窓口から見えるセクハラの実態

神奈川県かながわ労働センターの労働相談

・平成26年度労働相談 12,168件 相談項目 18,492件
・近年増加している職場のセクハラ相談

平成21年度95件 26年度150件に ※ 1.6倍増

都道府県労働局雇用均等室へのセクハラ相談

平成25年度9,230件 ⇒ 平成26年度11,289件
(うち神奈川労働局 214件)             (うち神奈川労働局 236件)

かながわ労働センター 4
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はじめに セクシュアルハラスメント対策の必要性

●「職場のセクシュアルハラスメント」は、働く人の
個人としての尊厳を不当に傷つける社会的に許
されない行為であるとともに、働く人が能力を十
分発揮することの妨げにもなります。

●また、事業者にとっても、職場秩序の乱れや業
務への支障につながり、社会的評価に悪影響を
与えかねない問題です。

かながわ労働センター 5

かながわ労働センター

はじめに
労働契約（労使=雇用関係）の基本

労働者 使用者

本質的義務 付随的義務

労働力の提供

指揮命令
賃金支払い

企業秩序遵守

職場の
安全配慮義務

・労働安全衛生法 第71条の２（快適な職場環境の形成の為の事業者の講ずる措置）
・労働契約法 第5条（労働者の安全への配慮）
・民法 第709条（不法行為責任）、715条（使用者責任）、415条（債務不履行責任）

・セクシュアルハラスメント 男女雇用機会均等法第11条（使用者の講ずべき義務）

6
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確認しましょう！
「職場におけるセクシュアルハラスメントとは？」①

・職場におけるセクシュアルハラスメントは、｢職場｣
において行われる、「労働者」の意に反する「性的
な言動」に起因するものです。

「職場」とは・・・事業主が雇用する労働者が業務を
遂行する場所

○通常就業している場所以外の場所※でも、労働者が業務を遂行す
る場所は職場に該当

※取引先(打合せ先・接待先等含む)、利用者宅、出張先、業務等の車中など

○勤務時間外の「宴会」などであっても、実質上職務の延長と考えら
れるものは職場に該当

かながわ労働センター 7

確認しましょう！
「職場におけるセクシュアルハラスメントとは？」②

「労働者」とは・・・男女労働者
○非正規労働者を含む、事業主が雇用する労働者のすべて

○派遣労働者については、派遣元・派遣先事業主共に措置を講ずる
ことが必要

「性的な言動」とは・・・性的な内容の発言および性
的な行動

○事業主、上司、同僚に限らず、取引先、顧客(利用者)、患者なども
行為者になり得る

○女性労働者が女性労働者に、男性労働者が男性労働者に対して
行う場合も含む

かながわ労働センター 8
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＜セクシュアルハラスメント＞編
確認しましょう！
「職場におけるセクシュアルハラスメントとは？」③

【性的な言動の例】

①性的な内容の発言
○性的な事実関係を尋ねること、性的な内容の情報（噂）を意図的に
流布すること、性的な冗談やからかい

○食事やデートへの執拗な誘い、個人的な性的体験談を話すことなど

②性的な行動
○性的な関係を強要すること、必要なく身体へ接触すること、わいせつ
図画を配布・掲示すること、強制わいせつ行為、強姦など

かながわ労働センター 9

＜セクシュアルハラスメント＞編
確認しましょう！
「職場におけるセクハラ」には「対価型」と「環境型」があります。①

① 「対価型セクシュアルハラスメント」とは？
・労働者の意に反する性的な言動に対する労働者の対応（拒
否や抵抗）により、その労働者が解雇、降格、減給など（労働
契約の更新拒否、昇進・昇格の対象からの除外、客観的に見
て不利益な配置転換など）の不利益を受けることです。

【事例】
○ 夜勤中に施設内において、上司が部下に対して性的な関係を迫

ったが、拒否されたため、その部下に対し不利益なシフトを割り振
ること

○ 出張中の車中において上司が部下の腰、胸などに触ったが、抵
抗されたため、その部下の評価を下げること。

かながわ労働センター 10

11



6

確認しましょう！
「職場におけるセクハラ」には「対価型」と「環境型」があります。②

② 「環境型セクシュアルハラスメント」とは？
・労働者の意に反する性的な言動により労働者の就業環境が
不快なものとなったため、能力の発揮に重大な悪影響が生じ
るなどその労働者が就業する上で看過できない程度の支障
が生じることです。

【事例】
○ 顧客宅において顧客が労働者の腰、胸などに度々触ったため、
その労働者が苦痛に感じて、出勤できなくなったこと。

○ 同僚が事業所内において労働者に係る性的な内容の情報を意
図的かつ継続的に流布したため、その労働者が苦痛に感じて仕
事が手につかなくなったこと。

かながわ労働センター 11

確認しましょう！
「職場におけるセクハラ」には「対価型」と「環境型」があります。③

③ 「判断基準」は？
・セクハラの状況は多様であり、個別の状況は斟酌する必要が
あり、「意に反する言動｣、「就業環境が害される」の判断は、
労働者の主観を重視しつつも、一定の客観性が必要です。

【基準の例】
○ 一般的には、意に反する身体的接触によって強い精神的苦痛を

被った場合は一回でもなりえますが、継続性等が必要な場合でも

「明確に抗議しても放置」、「心身に重大な影響が明らか」な場合
は、就業環境が害されていると判断されます。

○また、男女や個人の認識の違いによることもあり、「平均的な女性
（または男性）労働者の感じ方」を基準とすることが適当です。

かながわ労働センター 12
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義務です！
職場におけるセクハラ対策①

職場におけるセクハラ防止のために事業主が雇用管理
上講ずべき措置について、雇用機会均等法に基づき厚
生労働大臣の指針により10項目が定められています。
１ 事業主の方針の明確化及びその周知・啓発
（１）セクハラの内容、あってはならない旨の方針の明確化と周知・啓発

（２）行為者への厳正な対処方針、内容の規定化と周知・啓発

2 相談（苦情を含む）に応じ、適切に対応するために必
要な体制の整備
（３）相談窓口の設置

（４）相談に対する適切な対応

かながわ労働センター 13

義務です！
職場におけるセクハラ対策②

３ 職場におけるセクシュアルハラスメントに係る事後の
迅速かつ適切な対応
（５）事実関係の迅速かつ正確な確認

（６）被害者に対する適正な配慮の措置の実施

（７）行為者に対する適正な措置の実施

（８）再発防止措置の実施

４ １～３までの措置と併せて講ずべき措置
（９）当事者等のプライバシー保護のための措置の実施と周知

（10）相談、協力等を理由に不利益な取扱いを行ってはならない旨の定
めと、周知・啓発

かながわ労働センター 14
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かながわ労働センター

終わりに
困ったな･･と思ったら

かながわ労働センター 川崎支所へ
０４４－８３３－３１４１

15

ご清聴ありがとうございました。

かながわ労働センター 16

14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40


